
複数台での簡易レースに用いる場合の注意事項
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赤外光を絞って混信解消

内径Φ５の筒を被せ、発光を絞る
（ビニールテープでも代用可能）
筒が長いほど赤外の拡散は狭くな
り、混信しにくくなるが、検知自体も
しにくくなるので適度な調節が必要

赤外素子

このたびはLapViewをお買い上げいただきましてありがとうございます。LapViewにて複数台のLap管理を
行う際には、赤外光の確実な検知を行う必要があり、特に複数台同時に走行する場合は赤外光同士の混信
によってうまく検知できなくなってしまうという事象が発生することがありますので、取扱説明書と本補足文をよ
くお読みになってお使いください。

LapViewは赤外光を用いてLap管理を行っています。従いまして、この赤外光が遮られてしまいますとLapを
検知することが出来なくなってしまいます。また、赤外光に固有の信号を乗せることで複数台それぞれ個別の
Lap管理を行っています。従いまして、複数の赤外光が混信してしまいますと、Ｌａｐを検知することが出来なく
なってしまいます。
これらの事象はLapViewに限らず赤外光を用いてＬａｐ検知する方式全てに共通する課題です。厳密な意味
でのレース管理に赤外光方式は向いていませんが、上記による課題をうまく克服していくことで簡易的にレー
ス管理を可能にしていくことができます。以下はうまく検知させるための注意事項になりますので、これらを参
考にして、皆様の走行環境に応じてセッティングしてみてください。

理想的設置例

赤外光が一台づつ確実に受信できるよう
に受信機前を１台づつ通過するようにコー
スを規制する。

進行方向前方に向け
て赤外光を発光させ
るのはＮＧ。非常に混
信し易くなります。
必ず赤外光は進行方
向に対して横向きに
発光させてください。

ＮＧ設置例

混信対策

赤外光の混信は右図
のように赤外光の指向
性がある程度広がって
いるため、この重複に
よって発生します。

混信低減例１

混信低減例２
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なるべく車両に
近い位置で
検知するように
受信機を移動

Ｎｏｔｅ
受信機の位置も出来る限り車両と同じ
高さに設置することが混信低減に有効
です。斜め上方からの検知ですと単独
走行の際には光軸さえあっていれば、
問題ありませんが、複数台走行時は複
数の赤外光を検知しやすくなり、その
結果混信しやすくなってしまうためです。


